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あらまし：筆者らは，大学初修中国語教育のためのブレンディッドラーニング環境の構築に取組んできた

が，授業時間外には実施困難であった会話練習を促進し，コミュニケーション能力の向上を図るために，

人工知能（AI）の音声認識，対話機能等を活用して，対面授業と連携した会話復習用 AIアプリ教材の設
計手法と実教材の開発を目指している．本発表では，初修中国語会話復習における AI活用の可能性につ
いて議論する． 
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1. はじめに 
筆者らは，大学初修中国語教育において，自習を

促進し，学習意欲と学習効果を高めるため，インス

トラクショナルデザイン理論に基づき，対面授業，

授業後の eラーニングによる復習，及び次回授業で
のテスト・発展学習からなる３段階学習プロセスの

ブレンディッドラーニング（Blended Learning；以下
BL）を提案，実践している． 
また，急速なスマートフォンの普及に対応し，短

時間で随時随所にミニ学習ができるよう，e ラーニ
ングによる復習を PC 利用からスマートフォン利用
へ転換し，スマートフォン利用の学習形態である

Microlearning の設計原則に基づき，音声機能やゲー
ム性等を活用した単語練習，音読練習，聞く練習，

文型練習を設計し，アプリ教材 KoToToMoを開発し
た．さらに，より効率的，動機づけの高い学習を実

現するために，学習状況可視化のユーザーインター

フェースを設計し，新たに改善版アプリ教材

KoToToMo Plusを開発した．実証実験の結果，学習
意欲の継続，音声面を重視した復習の促進等の効果

が確認された(1) (2)． 
一方，開発した上記復習教材を含め，これまでの

中国語教材では，教師やネイティブ等の対話者不在

の授業外に，発音・発話の確認と訂正，会話の受け

答え等の会話練習は実施困難であった．これに対し，

ここ数年，ディープラーニングにより AI（人工知能）
の音声認識，機械翻訳，対話機能等が飛躍的進化を

遂げ，AI を活用した外国語教育が模索されはじめ，
特にこうした機能の活用によるスピーキング力の強

化が期待されている． 
しかし現在，開発された AI 活用の外国語学習ア
プリ教材は主に英語独習用で，少数の上，授業と連

携して設計・開発されたものではなく，教材の設計・

開発の手法も明らかにされていない．また日本人学

習者向けの中国語学習 AI アプリ教材，特に大学初
修中国語会話復習用教材は見当たらない．すなわち，

大学初修中国語教育において，授業外の会話練習を

促進し，コミュニケーション能力を高めるには，対

面授業と連携する AI活用の会話復習用アプリ教材，
活動の設計手法を明らかにし，それに基づいて実教

材を開発する必要がある． 
本研究の目的は，大学初修中国語 BL において，

AIを活用することで，これまで授業時間外には実施
困難であった会話練習を促進し，コミュニケーショ

ン能力の向上を図るとともに，対面授業と連携した

会話復習用 AI アプリ教材の設計手法と実教材の開
発を目指している．本発表では，さしあたって，初

修中国語会話復習用アプリ教材の開発における AI
活用の可能性について議論する．  

 
2. ３段階学習プロセスを踏まえた会話復習 
筆者らが提案する３段階学習プロセス（図 1）に
よる BLでは， 復習は，授業で十分に行うことがで
きない練習を中心に行い，学習事項の定着を図ると

同時に，次回授業の発展学習につながるものである

必要がある．そのため，会話復習の内容は，授業内

容と連携した下記 2種類の練習から構成することと
する（表 1）．（1）基本会話：授業で学習したスキッ
ト会話に関する Q&A の練習で，これにより，基本
会話を習得させる．（2）応用会話：授業で学習した
話題を用いた，学習者自身や身近な事に関する自由

会話の練習で，これにより，応用会話を習得させる．

こうした会話練習は，本来，教師やネイティブ等が

学習者と一対一で行うものであるが，本研究では，

AI を活用して，AI が学習者と会話をする復習用ア
プリ教材の設計と開発を目指す． 
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図 1 ３段階学習プロセス 

 
表 1 会話復習の練習内容 

(1)基本会話 学習したスキット会話に関する

Q&Aの練習 
(2)応用会話 学習した話題で，学習者自身や身近

な事に関する自由会話の練習 
 
 

3. 会話練習における AI活用の利点 
外国語学習の会話練習において，AIを活用すれば，

①学習者の発音・発話は，音声認識とテキスト化に

よる可視化が可能な上，誤った箇所を検知・提示し，

即時にコメント等のフィードバックを与えることが

できる．②学習者の発話は，発音，表現，流暢さで

自動判定することが可能で，評価可能な会話練習と

することができる．③会話の発問や受け答えが可能

なため，ロールプレイーや自由会話ができる． 
以上により，学習者は一人でも弱点を克服し，効

果的・効率的に練習することができ（①），動機づけ

を高めながら（②），間違っても恥しがらずに，気軽

に何度でも練習できる（③）ようになる．このよう

に，AIの活用により，学習者の自律的随時的反復的
な会話練習が可能となることで，授業外の会話練習

の実施と促進，コミュニケーション能力の向上が期

待される． 
 

4. 初修中国語会話復習用アプリ教材におけ
る AI活用の可能性 

ここでは，初修中国語会話復習の活動形態を分析

し，AI活用の可能性を示す． 
4.1 初修中国語会話復習の活動形態 

2 章で述べたように，３段階学習プロセスを踏ま
えた会話復習の内容は，基本会話と応用会話からな

る．こうした会話練習の活動形態は，教師と学習者

が一対一で行う場合は，通常，初修学習者のスピー

キング力が低いため，教師が会話をリードし，学習

者に質問して答えさせるという形となる．学習者の

答えが正しければ，次の質問に移るが，答えに誤り

があれば，教師はその誤りを指摘し，コメントや模

範回答を与えて再回答をさせる．その際，初修中国

語会話練習の誤りは，主に発音，語彙，文法上の問

題となるため，教師はこれらの面からチェックを加

え，評価と指導を行うことになる． 
4.2 会話復習における AI活用の可能性 
上記のような会話練習に対し，AIを活用して，AI
による学習者との会話練習を実施するには，発音，

語彙，文法の正しさに加え，発話の流暢さを判定し

て，問題点や誤りの箇所を提示し，コメントと模範

回答を与え，学習者に再回答をさせることが目標と

なる．具体的に示せば，表 2の通りである． 
 

表 2 会話復習に必要な AIの機能 
(1)音声認識 発音・発話を認識して文字化する 
(2)自動判定 発音・発話の正しさと流暢さを判定 
(3)誤り検出 誤りの箇所を検出して可視化する 

 
これらの AI の機能に関しては，例えば，音声認

識技術を活用したスピーキング自動評価では，人間

の評価者によるスコアとの相関係数が 0.8 以上にな
る等，一定の条件下である程度評価が可能となって

いる(3)．また，世界的な AI音声技術力を有する中国
の iFiytek社（科大訊飛）の発音自動評価は，すでに
人間の評価者による評価を超えており，中国語標準

語の国家試験，及び中国の大学英語検定試験での運

用の成功だけでなく(4)，日本の英語検定においても，

同社評価エンジンの導入により，2019 年度から AI
による自動採点を順次本格導入の予定となっている． 
このように，現在，AIは精度の飛躍的向上により，
外国語教育においても，すでに実用段階に入ってお

り，本研究が目指す大学初修中国語会話復習用教材

の開発においても，AIの活用が十分に可能であると
予想され，これにより授業外の会話練習の実施と促

進，コミュニケーション能力の向上が期待される． 
 

5. まとめ 
本稿では，初修中国語会話復習用アプリ教材にお

ける AI 活用の可能性について議論した．今後は，
インストラクショナルデザイン及びMicrolearningに
基づきながら，本教材の設計手法を明らかにし，動

機づけの高い，学習内容と練習形式を最適化させた

教材を開発する予定である． 
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